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株式会社エナリス 

蓄電池導入・デマンドレスポンスに取り組む企業を支援 

再エネ有効活用へ、エナリスが経産省補助事業の登録アグリゲーターに 

株式会社エナリス（本社：東京都千代田区、社長：都築 実宏、以下「エナリス」）はこの度、デマ

ンドレスポンス（ＤＲ）拡大に取り組む企業を対象とした経済産業省による補助事業［下記表］のア

グリゲーター（以下、登録アグリゲーター）に登録されました。企業は、エナリスとＤＲ契約を結

ぶことで、エナリスを通して補助金を申請することが可能です。 

 

エナリスが登録アグリゲーターとなった補助事業は、①新たな蓄電池導入のための補助金、

②既設設備（蓄電池、空調、自家発、生産設備等）を自動制御するために必要な IoT 機器の導

入にかかる補助金の２種類です。いずれの補助金も登録アグリゲーターを介した申請が必要で、

需給ひっ迫や発電過多が発生した際には対象設備を活用してＤＲを実施し、需給調整に協力す

ることが条件となっています。 

エナリスは、企業の補助金申請からＤＲ実施までを支援します。 

 

■経済産業省（執行団体：一般社団法人環境共創イニシアチブ（SII））が募集する２つの補助事業の概要（一部抜粋） 

 ① 家庭・業務産業用蓄電システム導入支援事業 ② ディマンドリスポンスの拡大に向けた IoT化推進

事業 

事業目的 ＤＲへの活用が可能な蓄電池の更なる活用を図

り、電力需給ひっ迫時だけでなく再エネ出力制御 

対策にも活用することで、電力の安定供給及び再

エネ設備の更なる導入加速に貢献する 

まだＤＲに活用されていない既存リソースの IoT化を

支援し、アグリゲーターが外部から遠隔監視・制御等

が行えるようにすることで、電力需給ひっ迫時だけで

なく再エネ出力制御対策にも活用し、電力の安定供給

及び再エネ設備の更なる導入加速に貢献する。 

補助対象

設備 

 

（エナリスは、業務産業用蓄電システムを対象とし

ています） 

・本事業の実施のために新規で導入される蓄電シ

ステムであること、 

・高圧以上の需要側（工場、ビル等）に設置される

・高圧以上の需要家側に設置されている既存のリソー

ス（蓄電池、空調設備、自家発電設備、生産設備等）を

ＤＲ対応可能とするための通信設備、センサー、EMS

等の IoT化関連機器を補助対象設備とする。 

※ 原則、申請時点で設置されているリソースを IoT

 
 



  

設備であること、 

・DRに対応可能な設備であること、等の要件を満

たす新規に導入する蓄電システム 

化する設備を補助対象とするが、家庭・業務産業用 

蓄電システム導入支援事業の業務産業用蓄電システ

ムと同時に申請を行う場合のみ、設置予定の 

業務産業用蓄電システムを IoT 化する設備も補助対

象とする。 

補助対象

経費 

・設備費  

・工事費 

・設備費 

・工事費 

・設計費 

補助率 1/3以内 

（上限：業務・産業用蓄電池３億円） 

１/２ 

（上限：2,500万円） 

予算総額 90億円程度 

（業務産業用蓄電システムは 15億円程度を目安） 

１０億円程度 

申請期間 ～12月６日（金）  ※上記予算が上限に達した場合、補助金申請は終了予定 

補助条件 ・補助対象となる設備の導入を検討する事業者の

交付申請は、蓄電池アグリゲーターが申請手続き

の代行を行うこととする。 

・蓄電池アグリゲーターは登録制とし、SII に登録

された事業者のみが本事業内で蓄電池アグリゲー

ターとなる。 

・本事業において IoT 化する既存リソースを所有する

需要家とＤＲアグリゲーターはＤＲ契約を締結し、IoT

化する既存リソースをＤＲに活用することを必須とす

る 

・ＤＲアグリゲーターは登録制とし、SII に登録された

事業者のみが本事業内でＤＲアグリゲーターとなる。 

URL https://sii.or.jp/ＤＲchikudenchi05r/public.html https://sii.or.jp/ＤＲIoT05r/public.html 

 

■補助事業が実施される背景 

再生可能エネルギー主力電源化を推進する一方で、昼間の発電量が需要量を上回り、出力

制御せざるを得ない事態も年々増加しています。発電された再生可能エネルギーを無駄にし

ないため、既存の分散型電源の制御・ＤＲによる余剰電力の活用や新たな蓄電池の拡充が課題

となっています。これらを実現するためには分散型電源に IoT機器を設置しておくことが有効

で、経済産業省が実施する 2 つの補助事業は、これらの課題解決を目指したものです。また、

需要調整時にＤＲを実行するには、登録アグリゲーターとのＤＲ契約が必要となっています。 

エナリスは、今回の経済産業省による補助事業を通じて、お客さまとともにＤＲ拡大を通じ

た再エネ有効活用に取り組み、脱炭素社会の実現を目指していきます。 

 

《事業への取り組みを希望されるお客さまからのお問い合わせ先》 

株式会社エナリス  サービス運用部 mail： fs_support@eneres.co.jp 

エナリスの会社概要 www.eneres.co.jp     

auエネルギーホールディングス株式会社の子会社、電源開発株式会社（Ｊパワー）の関係会社。 

2004 年創業以来培ってきた需給管理のノウハウを基盤に、エネルギーの効率的な利用を支える各種サービスを提供。

2016年より経済産業省の VPP実証事業に取り組み、２０１９年には IoT によって分散型電源を一括制御する独自のＶ

ＰＰシステム基盤（DERMS）を開発し2020年には「VPPプラットフォームサービス」の営業開始。2018年からＤＲサー

ビスとして電源Ⅰ´に取り組み、2021 年にはＤＲサービスに節電還元サービスを追加。2022 年 4 月、特定卸供給事業

者（アグリゲーター）第 1 号に認定。現在ではアグリゲーターとして容量市場、需給調整市場（一次調整力、三次調整力①、

三次調整力②）への供出を行っている。 

https://sii.or.jp/DRchikudenchi05r/public.html
https://sii.or.jp/DRIoT05r/public.html
mailto:fs_support@eneres.co.jp

